
結

論

碑
州
島
は
金
島
殆
ど

噴
出
岩
で
敏
雄
さ
れ
て
ゐ
て
p
水
成
暦
は
所
謂
武
減
野
暦
上
部
に
該
骨
す
る
商
館
捕
西
方
の

海
岸
の
倉
見
化
石
暦
の
み
で
あ
る
0
筆
者
は
敢
初
火
山
活
動
の
歴
史
を
考
察
す
る
に
督

っ
て
火
川
の
基
磐
は
該
暦
で

あ
ら
う
だ
暫
定
し
て
ゐ
た
が
本
荘
腎

石
片
を
散
見
す
る
に
及
ん
で
､
こ
の
由

下
に
は
庶
-
花
柄
岩
が
伏
在
し
て
ゐ
て

之
が
地
質
構
造
を
論
す
る
上
L1こ
重
要
な
安
蘇
で
あ
る
こ
ど
な
断
定
す
る
ま
で
に
至
っ
た
｡
排
し
て
上
記
の
水
成
暦
も

花
掃
岩
の
小
窪
地
に
班
積
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
0
本
花
田
岩
ビ

長
文
島
や
五
島
列
島
に
分
布
し
て
ゐ
る

角
閃
花
岡
岩
だ
は
精
似
の
も
の
で
･
癖
州
火
山
が
こ
の
荘
嗣
岩
を
基
磐
だ
し
て
ゐ
る
こ
E
は
是
等
の
地
方
ビ
閲
聯
し

て
誉

興
味
深
い
こ
-

信
す
る
.
此
巌
に

高

の
花
園
岩
片
が
火
山
作
用
の
た
め
地
下
深
甚
よ
り
抜
放
さ
れ
て
雄

花
由
雄
を
考
察
し
,
済
州
島
の
地
下
の
地
質
構
造
を
窺
知
す
る
上
に
有
力
な
手
掛
を
和
琴

し
だ
を
報
告
し
て
本
稿
の

経
絡
ビ
す
る
｡
(
昭
和
四
空

ハ
月
廿
五
日
柄
)

南

紀

瀬

戸
臨

港

研
究

所

行
幸

記

昭
和
四
年
六
月

一
日

聖
上
陛
下
に
は
御
召
艦
長
門

に
糾
し
'
午
前
入
時
那
智
以
下
供
奉
の
渚
艇
を
従

へ
'

山
蓮
磯
に
御
入
港
'
御
漁
定
よ
わ
も
精
々
卑
し

九
時

南
紀
碓~
戸
臨
悔
祈
牝
所
行
串
記

石

J

.成

葦

綱
不
知
に
御
上
陸
p
折
柄
細
雨
罪
々
た
る
袖
を
野
手
和

歌
山
榛
知
事
の
御
先
導
に
て
今
回
新
に
完
成
せ
る
海
崖

濃
絡
む
'
御
徒
歩
に
tJ
T字

三
町
蓮
ま
せ
ら
れ
､
九
時

と

f
七



地

球

界
十
二
希

五
十
分
新
城
組
立
以
下
諸
日
歩
迎
裡
に
臨
海
研
究
所
に

著
御
あ
ら
せ
ら
れ
'
午
前
中
は
各
稚
天
栄
品
の
御
敢
明

や
御
前
講
梢
に
御
耳
一ぜ
傾
け
さ
せ
ら
れ
'
午
後
は
新
調

の
小
和
船
に
来
御
'
風
浪
茄
き
帝
外
の
四
双
i
)
や
'
帝

]>
シ
▼

ハ+-ケ
シ
▼

口
の
浴
比
?
'
鞘
内

の

紳

･i
?

t
n

H
砧

の

御
輿
速
決
き
生
物

間 一 節

併 発 耶 帖 払 中 大 熊 野 布 京

集 光 軒 BlJ特 の PI'>/t析 海 鑓

の
御
採
集
に
近
畿
行
事
の
第

一
日
を
過
さ
せ
ら
れ
た
｡

昔
日
御
前
油
滴
奉
仕
の
上
､
御
採
集
供
奉
の
光
条
を
序

-
し
た
自
分
は
'
共
状
況
を
碓
託
し
て
記
念
ご
す
る
｡

昔
日
特
別
研
究
省
内
に
陳
列
し
て

天
男
に
伏
し
拳

-
た
る
品
目
及
び
進
講
申
上
げ
た
る
要
旨
は
左
む
姐
-



で
止の
る
0

天

m
山

品

湯
臓

温
泉

分
布
固
(
一
常
分

こ
'
田
蓮
附
近
地
質
問

(
五
鵜
舟

一
)'
御
車
硯
'
走
-
湯
'
銀
砂
夢
p
噴
騰

馬
具
三
乗
､
石
英
粗
面
岩
､
砂
岩
､
貢
岩
'
同
機
岩

外
化
石
些

二
瓢
'
鋸
泉
地
層
模
本

(
以
上
石
川
講
師

関
係
分
)

な
が
う
に
.
し
ら
ひ
げ

う
に
.･
ご
し
き
え
び
.
ら
ぶ

か
､
･Jlゆ
う
ぐ

う
の
つ

か
ひ
､
た
か
あ
し
か
に
も
お

ほ
さ
る
ば

'
み

さ
さ
ぎ
ぼ
し
む
し
､
ね
じ
れ
や
な

C
id
lris
ba
c
u
losa,L
lm
X,
A
cr
op

o
r
a,
L
ep
toc
el12
'

D
I
O
mi

a
r
u
m
pht.

(
以
上
駒
井
致
授
閲
係
分
)

月
棟
二
四
五
瓢

(以
上
黒
田
助
手
鏑
係
分
)

浮
遊
生
物
薄
片

一
〇
〇
粘

(
以
上
赤
塚
助
教
授
銅
係

分
)

海
洗
粗
八
八
鮎

(
以
上
井
狩
助
手
関
係
分
)

掛
閣

夏
蜜
柑
の
成
長
二

(酸
ビ
砂
糖
'
比

重
}J
重

畳
及
縦
横
の
比
)
夏
蜜
柑
の
色
素
一
.
楓
基
の
色
素

3
'
フ
カ
■
の
色
素

二

化
粧
瓶
-

夏
蜜
柑
外
皮
放

耐
紅
潮
戸
航
帖
研
究
所
行
革
記

･旅
汁
の
色
素
四
､
ワ
カ
メ
成
分
七
ー
硯
薬
成
分
九
､

夏
蜜
柑
製
品
四
.
柑
橘
嬢
を
原
料
と
し
た
香
油
三
'

各
成
分

一
五
計
五
四
㌧
(
以
上
小
紋
教
授
闘
係
分
)

御
進
講
婁
賢

一
へ
南
紀
の
地
形
'
地
質
.
温
泉
概
姿

講
師

石
川

成
章

二
､
紀
伊
沿
海
の
動
物
に
就
て教

授

駒
井

虐

三
､
紀
伊
産
月
数

助
手

黒
田

徳
光

四
.
浮
酔
生
物
天
魔
品
概
説助

数
授

赤
塚

孝
三

五
､
紀
伊
沿
海
の
藻
穐
標
本
井
に
昆
布
科

植
物
の
生
活
史
藤
本
に
放
て

助
手

井
狩

二
郎

六
､
海
藻
の
色
素
ビ
夏
蜜
柑
の
重
化
学
的
研
究

数
授

小
於

茂

献
上
化
石
樺
晶

四
三
種

)
.

A
foram
in
ifer

2

A
n

e
ch
ino
id

3
.

Serpulam
irific

a
Y
okoy
a
m

a

4･
C
u
cuIlaea
labiatl
Solaride
r
s
u
b
s
p
.
n
o
w
.

10
1

7
九



-

地

域

5,Leda
sp,no
v
.

6,A
rea
(S
caph
arca)
setoensis
Y
okoyam
a

7･
T
riSid
os
sp
･
n
ov
･
1･

∞･
T
risid
os
sp
,
nor.
21

9
G
Iyc..m
efis
totom
iensis
M
akiyam
a

lO･
G
lycim
elis
sp
･
n
ov･

1
1･
M
yad
o
r
a
sp,
nov1

12-
M
itth
a
(L
u
cinom
a)
annulata
(R
eeve)

)SI
C
.dakiq
(Jagon
ia)
sp
.
Tu
V,

1
4･
M
eionald
ia?
sp
･
n
ol･

LS･
M
acrocaE
sta
p
acifiCa
(D
iilwy
n
)

16･
P
aph
ia
sp
･

17･
M
acom
l
SP
･

1
8･
Solet"
p
,

19･
C
ord
u12
Su
CCin
cta
Y
okoyam
潤

20･
C
orbula
(C
un
eocorbula)
peregrina
Y
ok
oyam
a

21･
C
.rt,u
la
(C
uneocorbu
ta)
sp.
n
ov.

2a
D
en-a
u
u
m
lentu
m
Y
okoyam
a

23･
M
onilea
sp
･
n
ov
･

24･U
m

bonium
sp
･
nov,

25･
P
yram
idelT･a
(T
ideri
a)

pu
lch
etla
A
dam
s～

N

6･E
pit.niu
m
(
E

t

egantisc
a
ta
)

am
oen
u
m
Y
o
k
oyam
a

2

7･
A
rchitec-on
ica
sp･

28･
C
repidula
sp･
n
o
v.

29･
N
atica
janthostom
a
D
eshayes

30･
T
ulliteua
kiienSis
Y
okoyam
2

31
･
V
.Iem
a
cf.
p
ugilina
(B
orn
)

32･
L
atlu
n
Culus
ap･
nov･

33･
P
ho山
SP,n
OV,

34･
A
can-hinaP
sp
.
n
ow,

声

T
ereb
ra
(Stri
O
.

terebrum
)

n
au
m
an
n
i
l
okoyam
a

第
十
二
番

第
二
班

]
0
二

二
〇

36･
T
erebr-1
(S
tr….tereb
rum
)
cf.
y.koyam
ai
M
ak
甘
m
ハ

37･
O
liva
cf･
ru
fop
icta
W
ein
kauff.

38.
Co
nn
s
sp

39-
Ac
teon
reticu
h
ris
M

arnin
v

ar.

4
0･
R
ilg
icuh
sp･
n
o･YT
･

41･
B

a賢
us
sp.

4

2･
B
aianu
s
s
p･

4

3･A

d
ecapoJ

紀
伊
油
滴
の
動
物
は
就
て教

授

駒
井

阜

紀
伊
牛
島
は
温
帯
に
あ
る
が
､
其
放
置
は
本
州
の
政

商
鼎
に
あ
る
上
､
鵜
潮
が
沿
程
近
い
と
こ
ろ
を
流
れ
て

な
る
た
め
沿
海
の
水
脱
は
周
年
可
な
-
高
い
｡
従
っ
て

其
海
産
物
は
加盟
仰
性
の
も
の
に
多
-
の
熱
帯
性
種
を
混

じ
て
お
る
.
こ
の
事
は
殆
ん
TJJ
紙
で
の
動
物
群
に
於
で

も
園
薯
に
見
ら
れ
る
事
で
'
従
っ
て
動
物
の
種
頻
に
富

む
瓢
で
他
に
敗
が
稀
で
あ
る
｡
特
徴
に
富
む
瓢
で
は
例

へ
ぼ
魚
轍
の
如
き
は
'
北
海
選
か
ら
九
州
ま
で
の
沿
海

に
産
す
る
も
の
の
牛
数
に
近
い
も
の
が
､
紀
伊
沿
海
か

ら
見
出
さ
れ
る
事
で
も

山
健
が
知
ら
れ
る
｡
叉
熱
帯
性

分
子
の
多

い
轟
は
革
に
造
機
珊
瑚
類
の
数
最
初
多
い
革

で
も
金
機
を
推
す
=
E
が
出
来
る
｡
何
沿
海
の
動
物
中



著
し
い
も
の
～
中
城
ら
か
な
あ
げ
る
と
､
-
-
ぐ
う
の

っ
か
ひ
､
お
ぼ
さ
る

ば
､
ぎ
ほ
し
む
し
､
た
か
あ
し
が
に
､

お
は
せ
あ
L
が
ひ
､
ね
ぢ
れ
や
ぎ
､
ら
ぶ
か
尊
が
あ
る

紀

伸

濠

貝

類

助
手

品
田

徳
栄

紀
伊
の
貝
粕
は
奈
良
朝
以
前
か
ら
既
に
世
に
知
ら
る

ゝ
朗
で
あ
っ
て
現
今
既
に
知
ら
る
ゝ
ど
こ
ろ
で
も

一
千

百
飴
種
に
及
び
'
な
は
清
々
新
発
見
が
あ
る
｡
紀
伊
の

月
数
を
探
兆
し
且
研
究
し
た
有
名
な
る
人
々
に
は
軍
人>

十
年
前
に
大
江
洗
芳
､
百
三
十
年
前
に
苑
改
蚤
.
八

九

十
年
前
に
小
原
桃
洞
'
畔
m
翠
川
等
が
あ
っ
て
'
特
に

翠
山
に
は
消
滑
な
る
間
評
の
著
作
が
あ
る
｡
有
名
な
る

平
瀬
輿

一
郎
氏
は
そ
の
事
罪
の
敢
初
よ
り
盛
に
旧
遊
地

方
の
渥
睦
月
頻
の
採
基
を
行
ひ
う
そ
の
新
我
見
又
酵
し

い
数
に
達
し
で
ゐ
る
O
外
人
で
は
ア
ー
サ
ー

･
ア
ダ
ム

ス
｡
フ
レ
デ
ッ
ク
｡
そ
7
ア
ン
ズ
等
の
衆
航

が
あ
っ
て
m

蓮
大
島
等
に
於
で
幾
多
の
採
集
な
行
ひ
､
本
間
に
携

へ

掘

っ
て
そ
の
結
果
を
教
表
し
化
｡
聾
に
配
伊
は
我
間
に

於
て
も
稀
に
見
る
豊
富
な
る
只
柵
群
を
棉
せ
る
.1J
こ
ろ

で
あ
っ
て
､
阻
鞘
S
只
瓶
朋
の
特
色
を
遺
輯
な
-
現
出

問
紀
淑
戸
臨
恥
研
究
併
行
串
記

し
て
ゐ
る
0

浮
涛
生
物
天
覧
晶
概
説助

教
授

赤
堀

孝
三

(
〟
)
ア
ラ
ク
ナ
チ
ス
(A
ra
ch
n
a
o
tis)
幼
生

珊
瑚

点
凝
中
セ
-
ア
ン
サ
ス
の
幼
歳

で
初

期
に
於
で
は
六
佃

又
は
そ
れ
以
上
の
細
事
を
有
し
て
な
る
同
塵
状
叉
は
卵

形
の
も
の
で
あ
る
が
p
成
長
に
従
っ
て
触
手
の
数
及
機

長
を
塘
加
す
る
碑
紅
乳
白
色
で
次
第
に
不
透
明
ど
な
る

七
八
月
の
交
現
出
す
る
も
の
で
あ
る
｡

(
二
)
コ
ノ
rt
ウ
シ
(P
h
yllirh
oe
b
uce
Phah
m
)腹
足

赦
'
裸
施
設
日

に
属
す

る
も
の

で
'
本
亜

日
に
席
す
る

多
-
の
も
の
は
背
腹
に
描
塵
だ
が
'
此
穂
は
頚
部
の
み

他
の
腹
足
鵜
に
見
る
様
に
多
少
筒
形
で
､
長
い
一
封
の

禰
手
を
裾
す
る
が
胴
部
は
側
屈
で
足
底
は
只
痕
跡
を
有

し
て
ゐ
る
の
み
､
無
色
透
明
､
免
租
の
様
な
外
形
を
典

へ
化
機
長
約

一
粗
の
洋
心
性
軟
糟
動
物
で
あ
る
｡

(
≡
)
デ
ス
竜
プ
チ
〝
ス
･

パ

シ
フ
イ
カ

(D
esm
eo･

pte
ru
s
p
ICific
a)本
種
は
現
足

粗
申
特
に
奇
形
を
な
し

て
介
殻
を
有

し
な
い
部
粗
で
'
牢
透
明
圃
筒
形
の
鰻
掘

l呈

二
叫



地

球

飾
十
二
番

ほ
精
々
明
か
に
関
都
を
隈
別
す
る
革
が
用
水
,
眼
は

1

封
あ
っ
て
可
な
-
壁
蓮
し
て
ゐ
る
O
機
か
ら
産
着
に
購

張
し
て
ゐ
る
膜
状
で
脈
状
模
様
を
有
し
て
ゐ
る
巽
が
あ

っ
て
p
そ
の
後
縁
､
髄
の
後
端
に
近
-
肢
の
や
う
な
触

手
が
あ
っ
て
宛
も
垢
鹿
の
翼
を
成
っ
た
様
な
観
警

B.J

て
ゐ
る
｡
巽
の
幅
は

遠

に
遵
し
な
い
洋
心
性
搾
酔
生

物
で
あ
る
｡

(
讐

七
三

ど
の
幼

歳

(Phyllosom
a
of
soylia･

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ra
us
sh
a
a
u
ii)之
は

い

せ
ゑ
び

ビ
同

型
で
局
中
な
蜘
妹

ヽ
ヽヽ
ヽ

状
の
幼
生
で

い
せ
ゑ
ぴ
の
幼
歳
に
此
す
る
ビ
木
稀
は
膿

形
大
き
く
頚
部
は
概
し
て
四
角
で
よ
-
聴
達
し
胸
肢
は

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

■r

い

せ
ゑ
ぴ
の
幼
生
が
四
封
な
る
に
反
し
明
か
に
五
封
を

具

へ
て
ゐ
る
.
夏
期
沿
岸
性
浮
酵
物
絡
讐

m
中
に
求
め

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

る
こ
だ
が
山
楽
や
う
｡
但
し
い
せ
ゑ
ぴ
の
幼
盛
の
如
-

普
通
で
は
L･t
い
0

(
五
)
シ
フ
ォ
ノ

-
タス(Cyp
honauteS)ゆ
l種

こ

れは
メレブ…

ボラ
(Mer
bfan
ipcra)
ビ栴
す
る

苦
慮
の
幼
盛
で
あ
っ
て
其
初
期
に
於
て
は
､
精
々
屈
魔

な
TP
鐘
状
を
な
し
､
介
殻
を
有
し
な
い
が
'
精
々
成
長

し
た
も
の
は
斧
足
額
に
於
で
見
る
棟
な
側
霜
二
元

形
を

璽

表

toE

蔓

7

な
し
た
二
枚
の
介
顔
を
以
て
故
は
れ
で
ゐ
る
.
滑
化
管

は
極
め
て
簡
単
で
あ
っ
て
'
口
の
前
後
に
小
さ
な
隅
入

部
あ
止
別
方
に
あ
る
も
の
は
戚
党
紫
､
後
方
に
あ
る
も

の
は
附
潜
紫
骨
を
な
し
て
ゐ
る
そ
し
互

こ
れ
は
し
ば
ら

く
浮
酔
し
た
筏
他
物
に
附
著
し
て
鼻
態
を
な
す
に
至
る

む
の
で
､
こ
れ
ら
の
r幼
生
期
中
に
具

へ
て
ゐ
る
鼎
官
は

凡
て
退
化
す
る
の
で
あ
る
0

紀
伊
油
滴
の
藻
簸
標
本
並
陀
n
y

プ
科
植
物
の
生
活
史
標
本
は
就
て

助
手

井
狩

二
郎

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
1
1

1
ヽヽ
ヽ
ヽ

(
1
)紀
伊
沿
海
の
寝
類
橋

本
に
就
て

紀
伊
的
梅
は

暖
流
の
影
饗
が
多
い
の
で
其
蕗
類
に
缶
熱
帯
性
の
･も
の

を
多
数
に
混
じ
て
な
る
｡
そ
れ
で
献
上
の
棟
木
八
八
種

は
特
に
歪
熱
性
フ
ロ
ラ
の
特
徴
を
表
す
や
う
に
注
意
し

て
選
揮
し
た
の
で
あ
る
｡
中
に
も
カ
ラ
ゴ

ロ
竜
,
ア
ヤ

ニ

シ
キ
.
ヒ
ラ
フ
サ
ノ
リ
'
･

ヒ
メ
イ
テ
フ
等
は
此
改
熱

帯

性
の
著
し
き
美
麗
な

種
瓶
で
あ
る
.

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
1
1
1
1
1
1
1
1
ヽ
ヽ
ヽ

(
二
)
コ
ン
プ
新
鶴
物
の
重

病

史

標

本
に
就
て･･

n
y



ブ
科
植
物
の
生
活
史
は
穐
発
酵
克
子
よ
-
直
に

P.
ン
ブ

を
生
や
る
キ
-
ン
'
キ
-
ア
ン
'
ソ
バ
ゴ
等
の
研
究
に

ょ
っ
て
弥
走
子
よ
-
小

さ
き
有
性
世
代
の
植
物
を
キー三
じ

こ
れ
よ
り

コ
ン
プ
を
蕪
す
る
こ
AfJ
が
知
ら
れ
る
や
-
に

な
っ
た

｡
同
助
手
は
特
殊
の
培
養
法
に
よ
-
ホ
ソ
メ
コ

ン
プ
に
於
て
同
様
の
生
殖
牲
あ
る
こ
ど
な
確
め

コ
ン
プ

の
銀
活
史
を
明
に
し
た
0
天
児
に
供
し
奉
る
は
此
蕪
活

敵
中
に
現
は
れ
る
有
性
世
代
植
物
'
無
性
世
代
植
物
を

拾

っ
て
な
る
有
性
世
代
植
物
及
幼
き
有
性
倣
代
植
物
並

に
ホ
ソ
メ
コ
ン
プ
の
腰
尭
標
本
で
あ
る
｡

海
藻

の
色
乗
と
青
蜜
柑
の
生
化
嬰
的
研
究

教
授

小
松

茂

晋
か
ら
我
閥
の
有
川
捕
物
だ
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
の

中
で
.
達
観
及
種
轍
の
共
に
多
い
も
の
に
海
藻
ビ
果
寛

が
あ
る
｡
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
産
す
る
擬
箆
に
は
ワ

カ
メ
も

七
汐
キ
､
果
賓
に
は
夏
蜜
柑
が
あ
る
｡
和
歌
山

牌
は
そ
の
産
地
だ
し
て
有
名
で
あ
る
｡
源
箆
は
其
成
分

中
特
殊
の
無
機
物
､
及
有
機
物
ビ
し
て
蚕
.白
質
の
外
セ

ル
p
-
ズ
､
多
糖
数
'
ア
ル
ジ
ン
p

ペ
ク
チ
ン
焼
物
贋

南
紀
鰍
月
齢
侭
研
究
所
行
革
記

マ

ン

ニ
ッ
-
､
砂
糖
等
身

含
有
す
る
が
偽
に
多
-
利
用

せ

ら

れ
る
の
で
あ
る
､
こ

れ
等
の
有
用
物
質
が
壁
成
す

る
班
を
究
め
る
偽
に
､
ワ
カ
メ
p

ヒ
'.:,･
キ
が
ら
色
素
ク

ロ
ロ
フ
ィ
ル
'

R
ロ
チ
ソ
p

フ
コ
キ
サ
ン
チ
ン
等
を
分

離
L
t
こ
れ

を
楓
の
若
兼

か
ら
分
離
し
た
色

索
+,J
比
醸

し
て
見
た
'
斯
-
て
色
素
の
光
の
吸
収

ス
ペ
ク
ト
ル
の

研
究
に
基

い
で
'
梅
淡
は
水
車
を
通
過
す
る
太
陽
光
線

の

エ
ネ

ル

ギ
ー
を
利
用
し
て
同
化
作
用
を
皆
む
も
の
で

あ
ら
-
ど

の
推
定
を
下

し
た
｡

今
夏
蜜
柑
の
成
分
を
検
査
す
る
の
に
､
海
藻
の
成
分

に
似
た
る
も
の
が
あ
る
｡
尭
賓
の
外
皮
の
主
成
分
は
､

セ

ル
ロ
ー
ズ
ビ
ペ
ク
チ
ン
で
あ
る
が
'
香
料
に
供
せ
ら

れ

る
オ
レ
ン
ヂ
油
及
硬
度
油
は
外
皮
の
上
層
に
あ
る
油

轟
中
に
貯

へ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
某
賓
の
汁
液
は
糖
及
杓
搬

蘭
を
含
有
L
t
酸
を
介
離
し
て
サ
イ
ダ
ー
製
造
に
用
ゐ

ち
.
濃
密
の
生
長
を
見
る
亡
､
五
月
中
旬
ーこ
開

い
た
香

の
高
い
白
色
の
花
が
六
月
頃
英
貨
ど
な
rn
､
そ
の
某
寛

が
十
二
月
の
成
熟
期
ま
で
即
ち

1
定
の
東
泉
だ
形
に
達

す
る
ま
で
槍
大
す
る
｡
外
形
の
縫
化
に
伴
ひ
p
色
は
昔

か
ら
黄
に
担
じ
且
芳
香
を
放
つ
に
軍

C,､
推
計
の
成
分

I
rj
Td

二三



地

球

第
十
二
啓

も
亦
之
に
従
っ
て
酸
畳
を
増
し
'
成
熟
期
に
は
糖
景
教

南
限
に
達
し
'
以
後
遊
陣
酸
は
次
第
に
減
す
る
が
糖
畳

に
鼻
化
な
-
'
清
涼
の
暁
を
量
す
る
に
至
る
も
の
で
あ

る

○

南
紀
の
地
形
､
地
質
も
温
泉
概
要石

川

成
章

一
も
地

形

紀
伊
牛
島
は
南
端
潮
岬
を
償
鮎
だ
せ
る
二
等
蓮
三
角

.

シ
シガ
セ

身
F･ヰ

ハナナ
シ

形
を
量
し
北
よ
り
鹿

ケ

滴

､
玉

置

､
果

無

'
那
智
､
峰

の
五
候
補
仙
川
脈
が
怖
々
東
西
に
走
-
､
其
間
に
配
の

ヒ
ふT

川
p
有
田
川
'
口
南
川
､
覇
部
川
'
高
田
川
､
目

敬

川

の
譜
河
流
が
放
射
状
に
流
下
し
.
仙
骨
が
海
岸
に
逼
り

断
崖
を
以
て
源
に
臨
み
､
低
平
の
地
域
に
乏
し
-
､
海

岸
は
土
地
の
昇
降
だ
海
波
侵
蝕
の
結
果
t
m
逸
機
以
北

は
所
謂
F
リ
ア
ス
』
式
で
､
和
歌
浦
野
､
湯
鴻
轡
'
由
良

轡
､
此
井
轡
'
田
速
轡
等
の
轡
八
が
著
し
い
が
'
田
速

曙
以
南
は
著
し
い
常
人
は
無
い
､
沿
岸
に
は
岩
礁
や
島

嘆
が
多
-
'
風
景
は
塵
化
に
富
む
､
就
中
田
適
轡
の
形

状
の
複
郷
な
の
は
'
層
位
の
局
部
的
擾
乱
が
大
に
影
響

解
二
班

7G六

二
四

を
及
ぼ
し
た
結
果
で
あ
る
｡

二
.
地

I
貿

m
蓮
町
の
兼
方
に
肇
立
す
る
高
瞳
六
'
七
百
兼
以
上

の
山
地
は
金
部
中
産
暦
で
'
基
よ
り

一
段
低
-
'
高
距

四
､
五
百
米
の
制
令
に
波
伏
経
な
る
山
岳
は
古
第
三
配

暦
(
田
蓮
暦
)
か
ら
成
-
､
湯
暗
中
鳥
相
近
の
高
距
二
百
カナ

米
以
下
の
低
い
波
状
丘
陵
地
は
､
新
第
三
紀
層

(館
山

管
)
か
ら
成
る
｡

中
生
暦
の
内
､
由
良
轡
の
北
に
あ
る
も
の
は
､
四
候

の
石
衣
岩
群
を
爽
み
､
肌
瑚
'
有
孔
盛
等
の
化
石
に
よ

-
､
自
重
紀
鳥
の
盛
舵
だ
推
定
せ
ら
れ
た
が
､
其
下
に

不
整
合
を
籍
せ
る
南
紀
中
生
盾
の
大
部
は
化
石
が
乏
し

-
､
時
代
の
推
定
が
困
難
で
あ
る
｡
岩
石
は
賞
岩
､
砂

岩
ー
同
機
岩
'
角
岩
､
石
衣
岩
よ
-
成
-
～

-1
枚
の
走
向

は
北
六
〇
乃
至
七
〇
度
兼
で
､
北
酉
に
五
〇
乃
至
七
〇

度
傾
斜
L
､
岩
石
の
性
質
に
よ
り
風
化
侵
蝕
に
封
す

る

抵
抗
が
大
に
量
る
か
ら
凸
凹
複
離
な
地
形
を
量
す
る
｡

古
第
三
紀
層
(関
連
静
)は
､
相
通
の
牝
東
南
を
囲
む
牛

回
状
の
低
き
山
地
を
構
成
し
､
砂
岩
､
貫
岩
.
間
藤
岩
よ

-
成
-
1厚
さ
約
三
千
米
､
下
の
中
産
暦
称
に
上
の
新
第



三
配
圏
に
対
し
ー
共
に
不
集
合
で
､
走
向
は
兼
北
東
ー
傾

斜
は
北
酉
で
あ
る
､
熊
野
の
無
煙
炭
は
此
育
節
三
紀
層

中
に
介
在
し
､
宮
非
炭
山
の
貫
岩
中
に
は

T
al
C
d
it‥m

,

p
ar_C.a
rlt
S.
F
ag
u
s､
S
e
qtlo
i
a等
の
種
物
化

布
を
度

し
､

田
適
附
近
か
ら
少
し

-
月
頻
の
化
石
を
出
だ
し
'
中
新

期

S
a
rm
atian
に
近
い
地
層
だ
推
定
せ
ら

れて
居
る
｡

カ
ナヤ
マ

新
雛
三
配
暦

(
鎗
山
際
)
は
.
湯
崎
牛
島
ビ
其
附
近

の
低

い
波
状
丘
陵
地
を
構
成
し
'
下
方
は
圃
磯
岩
.1J
硬

い
砂
岩
の
厚
暦
か
ら
成
り
'
砂
岩
'
貫
岩
の
互
暦
が
あ

-
て
p
上
に
四
双
島
'
番
匠
ケ
崎
.
聞
月
島
を
構
成
せ

る
挺!
魂
岩
が
あ
る
'
走

向
は
北
西
又
は
北
兼
で
､
北
方

へ
穐
き
､
斜
角
は
二
十

度
以
内
で
あ
る
｡

カ
ナヤ
マ

車
輪

山

の

丘
陵
南
側
に
は
'
銀
.
鉛
'
霞
給
の
鶴
脈

が
四
棟
略
々
粟
酉
に
走
-
'
北
側
の
砂
岩
中
か
ら
贋
々

『
ア
ル
カ
リ
』
性
の
狐
泉
が
湧
出
す
る
.

身
キナ
イ

ハ
ヤ
マ

ハナ

女
チ

ダ
lL

瀧

内

'
羽

山

の

鼻

､
藤
島
(
エ
イ
ギ
シ
)
立

ケ

谷

､

白

エ
ヅ
ラ
〃
ハ
†

良
.
鳥
島
p
江

津

良

潰

､
瀬
戸
等
海
岸
の
砂
岩
中
か
ら

数
多
の
化
石
を
座
し
'
種
の
同
定
し
程
る
も
の
の
内
も

欣
髄
鋤
物
八
二
釈
中
､
某
紙
類
三
七
種
'
腹
足
頻
四
五

租
あ
-
'
節
足
動
物
甲
殻
強
二
接
'
妹
皮
動
物
港
勝
粗

和

紀

酪
日

脚
肘
研

究

桝

行
中
記

二
確
､
輔
形
動
物

一
種
ー
潤
韮
樹
柳
楓
等
数
種
あ
･Ja
で

絶
滅
積
だ
現
存
種
己
の
宵
分
率
は
'
七
凹
･四
qJ
二
五
･

六
を
示
し
~
遠
州
掛
川
妨
三
配
圏
よ
-
も
精
々
古
-
'

糞
塊
の
第
三
紀
層
の

1
部
だ
多
分
同
時
代
で
､
申
新
期

の

V
in
d
o
b
o
n
iln

な
ら
ん
ビ
考

へ
ら
れ
､
沈
積
常
時

の
束
供
は
現
今
.1J
大
差
な
-
'
蔑
分
弧
唆
な
PD
L
か
ビ

考

へ
ら
る
る
｡
畠
島
に
は
常
時
の
干
潟
亀
裂
や
地
痕
､

偶
暦
班
の
判
明
な
る
も
の
が
在
っ
て
'
今
は
天
然
記
念

物
だ
し
て
保
存
せ
ら
れ
て
居
る
.

第
四
紀
古
層
は
'
厚
さ
入
来
の
堺
粘
土
の
上
に
磯
暦

貝
数
恩
'
月
骨
暦
が
あ
-
'
堺
粘
士
中
か
ら

一
九
七
種

I....:
''
.
I..:
,..''
=.==;
,.1:
';
1..I:,=.'
'','
'･
3.
,I..
..,.''･I

河
岸
の
低
卒
の
地
を
占
む
O

火
成
岩
叛
は
紀
伊
牛
島

の
南
鵜
に
於
で
､
石
基
閃
紘

岩
は
扮
岩
ビ
共
に
串
本
牛
島
の
大
部
を
成
し
､
紛
岩
は

大
島
の
大
部
分
を
構
成
し
て
居
る
｡
拍
岩
は
多
分
石
英

閃
練
岩
の
周
縁
相
で
､
開
岩
は
同

一
岩
壁
か
ら
分
化
し

た
も
の
ど
思
は
る
る
｡

輝
練
岩
は
串
本
牛
島
に
於
て
､
石
其
閑
地
岩
を
貫
通

l
宅

二
五



地

球

終
十
二
懸

せ
る
岩
脈
を
成
し
､

石
英
粗
面
岩
(
一
名
流
紋
岩
)は
九

旦
峡
~
郵
魯
曝
布
､
鹿
喰
岩
の
如
き
奇
勝
を
成
し
､
串

本
に
近
き
橋
椛
岩
は
､
本
岩
の

1
種
た
る
粗
粒
状

N
e･

v
ad
ite
よ
り
成
-
'
節
三
瓶
暦
を
貰
通
せ
る
岩
脈
が
､

節
桝
に
潜
ふ
て
海
波
の
侵
蝕
を
受
け
た
結
果
､
堅
槻
部

の
残
留
せ
る
も
の
で
あ
る
.

･
関
連
附
近
地
質
調
査
略
歴

(
二
相
暦

1
八
六

1
年
英
樹
測
畳
舶

D
o
v
e

の
船
長

B
u
llo
ck

塚
畑
基
の
授
動
に
よ
-
化
石

を

採
基
し
.

M
u
rch
is.
n
之
を
研
究
し
､

一
八
六
三
年
Q
u
arterly

J
o

u
rnal
o

f
th
e
G
eo
1.gic
a

l
Sa
c

ie
ty
of

L
on
d
on
.

V
o
l･

20･
P
P

･
44
-45
に

之

を

記

載

し

た

｡

(二

)閏
暦

一
八
九
八

年
'
鹿
瀬
博
労
踏
査
研
究
の
籍
果

報
骨
を
兼
式
辞
図
太
肇
に
提
出
し
た
｡

(
≡
)酉
暦

一
九
〇
四
年
'
火
薬
洋
之
塑

亭

親
分

1
地

褒
圃
那
智
同
幅
を
踏
査
作
成
し
.
説
明
番
に
記
述
せ

,
り
0

(
四
)閥
暦

fi
九
二
三
年
'
排
撃
博
士
横
山
叉
次
郎

Ja･

pa
‥,ese
J
ou
rn
al
of
G
e.i.gy
an
d

G
e
.grap
h
y

V
ol･
lI･
N
o･
3,に
此
地
産
出
の
化
石
を
記
載
せ

-

節
二
幼

岩

八

二六

(
五
)両
膝

1
九
二
七
年
､

竹
山
俊
雄
此
地
を
踏
査
L
､

化
石
を
採
集
し
'
之
を
託
赦
し
､
京
都
帝
関
大
撃
に

提
出
し
た
.三

､
甑

泉

(
イ
)沿
革

湯
蝿
温
泉
は
官

へ
卑
妾
の
湯
ビ
し
て
知

カぜ
ナ
シJ

ら
れ
､
回
遊
轡
は
牟
妾
の
江
だ
栴
L
t
鋼
不
知
は

風

英

I-(･ト

湊

ビ

呼
ば
れ
'
常
葉
基
等
の
歌
に
詠
ま
れ
て
居
る
｡

-
牟
婁
温
泉
は
日
本
等
託
､
借
日
本
紀
に
擦
る
に
､
育

代
に
於
て
､
軒
別
､
天
智
.
持
続
'
文
武
四
帝
の
行
事

め
-
'
其
後
白
河
天
皇
等
熊
野
に
行
串
あ
-
し
節
は
.

何
れ
も
牟
妾
の
地
を
過
ぎ
さ
せ
ら
れ
た
横
で
あ
る
.
令

付
和
串
芝
'
御
舶
山
'
御
船
谷
'
自
河
谷
等
の
地
名
が

磯
b
て
居
る
.

天
保
三
年
王
族
'
和
歌
山
藩
儒
仁
井
田
好
意
撰
'
湯

崎
瓶
泉
碑
文
申
左
の
記
事
が
あ
る
.

日
本
寄
託
云
｡
解
明
天
畠
四
年
冬
十
月
｡
天
皇
串
紀

伊
｡
党
是
有
間

王
子
｡
凍
搭
命
婁
池
場
｡
臓
奏
日
｡
翼

他
勝
絶
O
綾
渉
共
時
｡
嫡
白
描
滑
.
辞
閉
之
｡
南
巡
之

意
次
奥
｡
帝
之
串
也
｡
畠
太
子
亦
捉
荒
｡
此
即
天
智
天



亀
也
o

叉
番
記
持
統
天
亀
四
年
九
月
｡
天
皇
車
紀
伊
｡

叉
潰
配
文
武
天
皇
大
管
元
年
九
月
｡
太
上
天
畠
串
紀

伊
閥
｡
冬
十
月
0
革
髄
室
武
術
池
泉
｡
蓋
此
時
二
空
相

倍
率
蔦
｡
則
持
続
酔
乃
併
前
開
聞
｡
苗
基
盤
所
載
｡
亦

足
以
徴
夷
(常
葉
集
もこ
白
良
掲
栓
抜
の
歌
を
載
せ
た
-
)

然
則
此
地
脱
炭
之
美
｡
海
藻
之
勝
｡
所
柄
於
古
老
.
其

賂
葵
疑
云
云
｡

後
鳥
羽
院
御
製

･さ
つ
き
こ
は
む
ろ
の
早
わ
せ
手
た
ま
ゆ
ら
ど
ら
あ

へ
す

な
け
山
ほ
ど
だ
き
す

後
相
原
院
御
製

よ
る
波
も
白
良
の
t潰
凪
か
は
ら
ね
5･J
菊
の
み
ひ
ど
も
色

早
-
つ
ら
且

山
家
韮

狼
よ
す
る
白
良
の
潟
の
か
ら
す
月
ひ
ろ
ひ
や

す
-
も
お
も
は
ゆ
る
か
な
｡
酉
行

夫
木
抄

(後
宇
多
天
畠
の
朝
'
藤
原
長
将
棋
)

鼻
白
良
の
潜
の
走
湯
浦
さ
ひ
て
今
は
和
寒
の
か
け
も
う

つ
ら
す
｡
仲
薯
朝
臣
｡

湯
楠
風
景
の
勝
に
此
で
は
､
砥
薗
南
海
'
銀
砂
歩
､

南
紀
池
月
臨
港
研
究
仰
打
率
記

金
紋
泉
､
芝
宴
石
ー
行
宮
此
'
薬
玉
林
､
卒
草
原
､
鶏

口
巌
の
七
丑
を
遷
し
て
'
辞
を
賦
し
､
津
田
香
練
は
､

斑
に
御
船
山
､
固
月
島
､
衝
幹
於
､
望
洋
皐
､
三
段
壁

の
五
条
を
追
加
し
た
｡

(
p
)現
況

幌
泉
は
湯
崎
だ
白
良
鶴
の
二
値
域
に
分

た
れ
'
湯
崎
に
は
古
楽
験
の
湯
(
.i
名
聞
歩
湯
)寓
の
湯

病
気
場
､
粟
湯
､
屋
形
湯
'
臓
の
湯
の
七
視
が
あ
り
､

大
正
十
三
年
以
後
試
掘
し
て
相
克
不
惑
閏
歓
脱
泉
'
湯

瞬
間
磯
狙
泉
'
酒
井
屋
脱
炭
等
が
あ
-
､
大
正
十
五
年

寧
御
車
の
芝
に
試
掘
し
､
昭
和
二
年
五
月
'
粗
さ
三
二

〇
八
に
て
､
温
度
職
氏
八
〇
度
'
湧
出
量

一
時
間
約

l

二
〇
石
の
洩
泉
を
得
之
脅
御
幸
の
夢
ビ
名
け
た
｡

自
良
潟
の
海
岸
に
は
'
慮
々
海
底
か
ら
蝿
泉
の
湧
出

す
る
盛
が
あ
-
･､
寮
明
天
畠
が
御
足
を
靴
は
せ
ら
れ
し

幡
説
の
頻
れ
る
走
り
湯
の
比
に
は
徴
池
湯
が
少
し
-
湧

き
出
て
居
た
が
'
大
正
九
年

以
淡
白
良
盗

土
地

株
式

骨
柾
は
'
海
岸
慮
々
に
試
掘
L
t
瑞
鮎
の
湯
､
生
絹
の

場
､
不
老
温
泉
､
岩
間
の
湯
'
黄
金
の
揚
'
小
樺
湯
.

銀
砂
の
湯
'
基
本
温
泉
等
の
組
長
を
埠
'
最
近
走
-
湯

の
牡
の
附
鑑
にこ
試
掘
し
､
昭
和
四
年
四
月
'
恰
か
も
今

10九

二
七



地

球

肺
十
T
T笹

回
の
行
軍
が
俺

へ
ら
れ
た
頃
､
探
さ
三
七

C
尺
に
達

し

粗
度
(
底
に
て
)堀
氏
七
六
度
､
悌
出
且竺

時
間
約
二
〇

〇
石
の
脱
炭
が
盛
に
噴
騰
し
た
｡

此
地
の
淵
泉
は
何
れ
も
ア
ル
カ

リ
塊
泉
で
､
千
分
の

四
乃
至
六
の
固
形
分
を
溶
榊
L
t

其
中
東
炭
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
が
最
も
多
-
､
欄
化
ナ
ト
-
ク
ム
が
之
に
次
ぎ
､

従
妹
は
地
盤
迄
自
然
に
湧
出
す
る
も
の
の
み
で
'
洩
鹿

は
椀
氏
五
〇
度
内
外
'
溌
日
豊
は

一
時
間
酌

一
石
か
ら

大
石
位
迄

の
も
の
で
あ
っ
た
が
､
大
正
九
年
頃
か
ら
'

大
正
十
五
年
迄
の
間
に
､
探
さ
約
三
〇
〇
八
迄
試
掘
し

て
程
た
温
泉
は
､
踊
他
地
方
に
日
づ
ら
し
-
､
間
歌
的

に
噴
湯
す
る
も
の
が
絞
々
出
凍
､
恨
度
も
轟
氏
七
〇
度

近
-
に
上
･Jl
.
湧
出
畳
も

一
時
間
約
十
八
石
に
蓮
し
た

も
の
が
あ

つ
た
が
'
其
後
試
掘
の
泥
さ
が
六
〇
〇
尺
に

達
し
'
泉
池
も
八

一
度
に
上
-
､
深
さ
四
〇
〇
八
以
内

に
て
も
社
々
八
〇
皮
に
近
い
熟
泉
を
噴
騰
す
る
に
至
-

湧
出
量
も

一
時
間
二
〇
〇
石
以
上
の
も
の
が
田
楽
た
が

排
し
固
形
分
が
多
い
か
ら
導
管
の
出
口
附
近
に
沈
澱
田

窮
二
雄

二
〇

二
八

著
し
て
管
を
閉
塞
し
易
-
､
湧
出
畳
が
漸
減
す
る
の
は

甚
だ
遺
憾
で
あ
る
｡

(
ご
池
永
脈

南
紀
の
地
質
構
造
線
は
､
東
々
北
か

ら
両
々
南
に
走
る
も
の
だ
'
殆
ん
ざ
之
に
直
交
す
る
北

々
四
-
商
々
東
の
も
の
が
あ
-
､
湯
楯
､

白
良

疏

地

方
の
岩
並
製
櫨
の
方
向
は
､
酉
々
北
1
楽
々
商
の
も
の

と
､
北
々
兼

丁
偶
々
酉
の
も
の
ど

が
著
し
い
｡
主
t･b
る

カ
ナ
ヤ
Y

断
層
の
方
向

は
略
々
東
商
に
近
-
､
鎗

川

銀

山
に
於
け

る
鋸
脈
の
方
向
も
亦
殆
ん
EIJJ兼
西
に
近
い
'
湯
崎
に
於

け
る
温
泉
配
列
の
方
向
は
'
酉
々
北
か
ら
東
々
南
で
､

潟
の
湯
附
鑑
か
ら
白
良
藩
に
至
る
間
の
温
泉
配
列
の
方

向
は
､
北
東
か
ら
商
館
で
あ
る
､
従
水
試
掘
し
て
好
結

果
を
収
め
碍
死
地
瓢
は
'
何
れ
も
此
間
方
向
の
線
内
に

あ
る
'
是
等
の
前
葉
か
ら
考
察
す
る
に
'
督
地
方
の
温

泉
脈
は
両
々
北
-
楽
々
商
の
も
の
だ
北
東
-
南
西
の
も

の
･jJ
が
主
婁
で
､
其
交
叉
鮎
附
近
は
最
も
温
泉
が
湧
出

し
易
い
評
で
あ
る
｡


